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  令和５年度　奥多摩町まちづくり推進事業支援金　事業募集

　奥多摩町まちづくり推進事業支援金とは、住民や町に係わるみなさんが、主体的に企画し実施される

「まち（地域）、ひと（人材）の魅力を生かし、地域コミュニティの活性化に資する事業」に対し、町よ

り交付される支援金です。制度の概要は以下のとおりです。
　

対象事業

　まち（地域）、ひと（人材）の魅力を生かし、地域コミュニティの活性化に資する事業。   

  ただし、以下に該当するものは除く。

　・町の他の補助制度の対象となる事業

　・営利活動のみを目的とする事業

　・本推進事業支援金の交付決定前に開始している事業

対象者  町内に居住する方、町に係わりのある方、町のまちづくりに興味のある方

支援金額

 （限度額）100 万円　

 （助成率）1年目：80％　2年目：60％　3年目：40％

 ＊ 4 年目以降は助成なしとなります。

 ＊継続事業については、将来的に自立していただくため、助成率の変動があります。

 ＊対象事業費から、その他の収入を控除した額を支援金額とします。

 　また、事業費は 100 万円に達しない少額規模のものでも対象となります。

募集期間 　4月 7日（金）～ 5 月 8 日（月）

審査方法

 奥多摩町まちづくり委員会による書類審査及びプレゼンテーション審査

 ＊事業費が 10 万円未満（事業支援金 1年目の場合は 8万円未満）の場合は、原則書面

   審査のみとなりますが、内容によりプレゼンテーション審査を実施します。

 応募方法などの詳細は、町ホームページ、役場企画財政課、保健福祉センター、文化会館、子ども家

庭支援センターにある「申請の手引き」をご確認ください。

※問い合わせは、企画財政課　☎８３－２３６０

奥多摩町まちづくり委員会
「奥多摩＝国立公園」をＰＲしてマナーアップ

看板制作・設置について

　まちづくり活動を支援し、官民協働を推進する「奥多摩町まちづくり委員会」では、観光マナーアッ

プ啓発事業に取り組んでいます。昨春には、「#ＫＥＥＰ ＢＬＵＥ ＋ＧＲＥＥＮ　Ｎ ational　Ｐ ark

～考えて、守ろう。緑と青の国立公園～」という標語を掲げ、全１２種類のポスタービジュアルおよび

ステッカーを制作しました。

　コロナ禍でより顕在化した、河川敷でのＢＢＱごみの放置や直火、河川

・山岳事故など観光にまつわる諸問題に対して、この町が国立公園である

ことを広くＰＲし、自身の振る舞いを見直すきっかけにしてもらうことを

目的としています。

　この度、さらなる普及を図るため、氷川小橋横の既存看板支柱を再利用

し、英語表記も加えた看板を制作、設置しました。

　ステッカーは、引き続き企画財政課の窓口をはじめ町内各所にて無料配

布をしています。配布箇所の詳細は町ホームページをご確認ください。

※問い合わせは、企画財政課　☎８３－２３６０
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